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2010年度大卒新入社員のTOEICスコアが出揃い

ました。

厳しい景況を反映して厳選採用の傾向が強まる中、

今年度の実施状況は前年度の数値を下回る結果と

なりました。実施企業数は808社、受験者数は

34,578人です。一方、スコアは前年度から25点

上昇して、過去最高の485点となりました。

今号では、2010年度の新入社員データを用いて、

今年度の傾向とスコアの動向をご紹介します。
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全日本空輸（ANA）の
求める人材像と英語力
について伺いました

Interview

全日本空輸株式会社
ANA人財大学事務局長
人事部担当部長
遠藤達哉さん

ダイキン工業の
新入社員教育について伺いました
ダイキン工業株式会社
人事本部採用グループ担当課長
矢幡透さん

ダイキン福祉サービス株式会社
ビジネスサポート部ESCグループリーダー
山田立人さん

景況を反映し、昨年に続き
受験者数は減少するも

スコアは過去最高の485点
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【資料２】製造業／非製造業別比較
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２～３ページに掲載された各資料の2010年度大卒新入社員

データは、新入社員の受験が多いと考えられる2009年10月

１日から12月31日（内定者対象）、2010年４月１日から６月30日

（新入社員対象）にTOEICを実施した企業のデータを集計した

ものです。

【資料１】の２回受験実施企業とは、企業が同一年度の新入社

員に対して、上記２つの期間の両方にTOEICを実施したことを意

味します。

【資料１～３】の記号は【L＝Listening】【R＝Reading】【T＝Total】

を意味し、それぞれの平均スコアを掲載しています。【C】は【Cレ

ベル以上＝TOEICスコア470点以上の受験者数】、つまり 

  国際ビジネスコミュニケーション協会が定める「TOEICスコ

アとコミュニケーション能力レベルとの相関表」の“Cレベル”

以上の受験者数を表しています。この“Cレベル”とは「日常生活

のニーズを充足し、限定された範囲内では業務上のコミュニ

ケーションができる」能力を有することを示しています。 【％】は

【Cレベル以上の受験者の全体比】を意味します。

資料の読み方
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【資料３】業種別平均スコア・Cレベル以上の受験者比率

実施企業数 受験者数

2回受験実施企業数 平均スコア

【資料１】TOEIC®テスト受験者と実施企業数の推移

36579.6 その他 54 273 638

37988.0 公共団体 100 347 727

26447.2 政府機関 623 225 489

26343.4 サービス 3,650 212 476

30667.1 マスメディア 246 270 576

25648.3 電気・ガス 559 224 479

27949.6 運輸 679 220 498

30472.9 不動産 96 270 574

27352.2 証券・保険 1,461 232 505

27849.5 金融 1,813 235 513

31159.7 小売業 154 242 553

34779.7 商社 1,009 307 654

25845.4 その他製造 954 208 467

25946.8 精密機器 900 218 477

25340.3 車両 2,285 206 459

26145.1 造船 621 215 476

25539.7 電機 9,212 206 461

26246.3 機械 2,070 218 480

27355.0 非鉄金属 689 239 513

29163.5 鉄鋼 1,012 257 549

24839.7 窯業 214 211 459

28157.5 石油 804 242 524

26346.0 薬品 998 220 483

26650.0 化学 1,751 228 494

25337.9 繊維・紙 631 203 456

25240.8 食品 780 208 461

23426.7 建設 1,093 174 409

31879.0 鉱業 81 294 611

23338.5 水産・農林 39 181 414

55,375
人
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2010年度新入社員データ



※パーセント数値（P2～6）は、小数点以下第2位を四捨五入しています
※トータルスコアにおける各数値は実際値であり、リスニングスコアとリーディングスコアを単純に合計したものではありません

0

　2010年度の実施企業数は808社、受験者数は34,578人

と、いずれも昨年度より減少しています。これは経済不況

などを背景に、採用、研修等の経費削減や、採用人数を絞

り込む傾向が高まったことが要因として考えられます。

　一方で、平均スコアは昨年度から25点アップして485点（リ

スニング265点、リーディング219点）と、過去最高を記録しま

した。Cレベル以上の受験者数の全体比は46％（前年度

40.3％）に達し、10業種でCレベル以上の割合が50％を超え

ています。スコアを業種別に見ると、ほぼすべての業界で

平均スコアが前年度を上回っています。長期的な推移を見

ても（4ページ参照）、新入社員の平均スコアは上昇しており、

英語力が向上していることがうかがえます。

　国際化の進展によって、英語力の重要性が高まる中、企

業では内定者や新入社員にTOEICテストを実施するなどし

て、英語力の必要性に気づかせ、英語学習へと向かわせる

ような取り組みをしています。大学側でも英語カリキュラ

ムの充実を図るとともに、学生のスキルアップへの意識を

高めるなど、グローバルに活躍できる人材の育成に取り組

んでいます。

　来年度は採用に回復傾向が見られるとはいえ、グローバ

ル人材へのニーズは高まっており、今後も新入社員の人材の

質と併せて英語力の向上が求められていくと考えられます。

今年度の傾向とスコアの動向

【資料４】スコア分布

Reading スコア分布（34,578人）

5～

1,421（4.1％）

45～
70～
95～
120～
145～
170～
195～
220～
245～
270～
295～
320～
345～
370～
395～
420～
445～
470～

Listening スコア分布（34,578人）

5～ 14（0.04％） 6（0.02％）

2（0.01％）

82（0.2％）

542（1.6％）

1,058（3.1％）

1,731（5.0％）
3,232（9.3％）

4,062（11.7％）

3,390（9.8％）

2,818（8.2％）

2,229（6.4％）

1,598（4.6％）

1,099（3.2％）

646（1.9％）

813（2.4％）

809（2.3％）

1,003（2.9％）

45～
70～
95～
120～
145～
170～
195～
220～
245～
270～
295～
320～
345～
370～
395～
420～
445～
470～

Total スコア分布（34,578人）

1,0000

10～
45～
95～
145～
195～
245～
295～
345～
395～
445～
495～
545～
595～
645～
695～
745～
795～
845～
895～

2,000 3,000 4,000 5,000 （人）

（点）

1,000 2,000 3,000 4,000 5,0000 （人）

（点） （点）

268（0.8％）

1,867（5.4％）

3,529（10.2％）

3,198（9.2％）

2,820（8.2％）

2,563（7.4％）

2,190（6.3％）

1,954（5.7％）

1,844（5.3％）

1,629（4.7％）

1,112（3.2％）

1,069（3.1％）

555（1.6％）

530（1.5％）

333（1.0％）

6（0.02％）

12（0.04％）

331（1.0％）

1,287（3.7％）

2,714（7.8％）

3,853（11.1％）

3,489（10.1％）
2,894（8.4％）

2,490（7.2％）

2,026（5.9％）

1,797（5.2％）

1,365（3.9％）

1,065（3.1％）

906（2.6％）

760（2.2％）

970（2.8％）

4,094（11.8％）

3,823（11.1％）

1,000 2,000 3,000 4,000 5,0000 （人）

4,130（11.9％）

3,560（10.3％）

0（0％）

5,627（16.3％）

4,519（13.1％）
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データで見るTOEIC テストの活用
®

ここでは、新入社員データ、『企業・学校における英語活用調査-2009年』、『DATA＆ANALYSIS 2009』より、
企業・団体、学校におけるTOEICテストの活用状況をご紹介します。

化に対応するために、新入社員の英語力をさらに重視するよ
うになっています。こうした企業のニーズを受け、大学側で
はカリキュラム改革を進め、コミュニケーション能力育成重
視の英語教育に力を入れています。結果、新入社員の平均ス
コアは年により波はあるものの、1981年から2010年までに
100点以上上昇。2010年度は過去最高となる485点を記録
しています。

【2010年度新入社員スコア特集】

グローバル化の進展とともに英語力の重要性が認識される
ようになり、TOEICテストは1986年以降、実施企業が急増
し、受験者数も増加しました。その後、1991年をピークに、
経済環境の変化によって新卒採用を絞り込む傾向が高まり、
受験者数は減少。1990年代半ば以降は景況と連動して増減を
繰り返し、2010年度の受験者数は34,578人となっています。
企業では、研修費用の削減を図りつつ、急速なグローバル

 トータルスコア（T）

リーディング（R）

リスニング（L）

受験者数

平均スコア 受験者数

2010年度T平均：485点

2010年度L平均：265点

2010年度R平均：219点
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2010年度受験者数：34,578人

新入社員IPテスト受験者数と平均スコアの推移（1981～2010年度）

445点以下　10.0％

わからない
30.3％

450～495点
7.1%

500～545点
18.9％

550～595点　3.7%
600～645点　16.3％650～695点　4.0％

700～745点　4.6%
750～795点　2.0%

850～990点　1.1%

800～845点
1.1%

新入社員に期待するTOEICスコア※1

Q.新卒内定者・新入社員に期待する英語力は、TOEICスコアでいう
と約何点ですか。

平均 546.7点

（有効回答数350社）

就職活動生に期待するTOEICスコア※1

Q.就職活動をする学生に期待するレベルはTOEICスコアでいうとどの
くらいですか。

445点以下　3.3%無回答　6.2%
就職活動をする学生はいない
2.5%

500～545点　20.2％

600～645点　21.5％

学部・学科によって異なる 
23.6％

850～990点
0.8%
800～845点
1.7%
750～795点　0.4%
700～745点　5.4% 650～695点　2.9％

550～595点
6.6%

450～495点　
5.0%

平均 565.0点

（有効回答数242校）

企業・団体におけるTOEIC®テストの活用 大学におけるTOEIC®テストの活用
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業種別受験者数と平均スコア※2

技術
129,274人
（27.6％）

無回答
123,613人
（26.3％）

営業
38,492人
（8.2％）

研究
31,989人
（6.8％）

SE
30,075人
（6.4％）

製造
26,033人
（5.5％）

事務  　  20,641人（4.4％）
企画  　  11,559人（2.5％）

財務  2,136人（0.5％）
経営  2,160人（0.5％）

広報  1,224人（0.3％）

マーケティング  4,252人（0.9％）
海外            4,108人（0.9％）

教育  3,746人（0.8％）

現場作業   9,955人（2.1％）
経理  8,806人（1.9％）

法務  3,083人（0.7％）

人事  7,007人（1.5％）
購買  5,651人（1.2％）

総務            5,351人（1.1％）

469,469,155人55人469,155人
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2009年度 IPテスト＜企業・団体＞データ

※１『企業・学校における英語活用調査-2009年』より

『企業・学校における英語活用調査-2009年』は、「企業・団体における
英語活用状況に関する調査」「日系企業における英語活用状況に関する
調査」「学校教育における英語に関する調査」をまとめたものです。

※２TOEICテスト、TOEIC SWテスト『DATA&ANALYSIS 2009』より

『TOEICテストDATA&ANALYSIS』、『TOEIC SWテストDATA＆ANALYSIS』
は、各年度の公開テスト・団体特別受験制度（IP：Institutional Program）
データを紹介したものです。

TOEIC® テスト

TOEIC® スピーキングテスト/ライティングテスト
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Speaking 　　Writing

（29）（29） （36）（36） （9） （9） （9）（10） （166）（163） （10）（10） （2） （2） （34）（0） （781）（678）

60.7
74.0

（57）（57） （27）（27） （0）（17） （31）（31） （5） （5） （202）（152） （41）（41）（16）（16）（3）（3）

IPテスト実施実績がない業種は省略

業種別受験者数と平均スコア※2

上記資料については、公式ホームページ（http://www.toeic.or.jp）でもご紹介しています。
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同資料はTOEIC SWテスト公式ホームページの「公式データ・資料」ページ（http://www.toeic.or.jp/sw/data/）にてご紹介しています。

英語4技能の重要性　過去5年比

過去5年間に比べ、重要性が「非常に高まった」「やや高まった」の合計
値を見ると、スピーキング（65.7％）＞リスニング（62.0％）＞リーディ
ング（56.7％）＞ライティング（54.7％）の順となっており、口頭でのコミュ

社内での英語の重要性　過去5年比

過去5年間と比べ英語の重要性が高まっていると回答した企業の合計値は
68％。「非常に高まった」の値が最も高い業種は、車両、非鉄金属でした。

英語使用企業

回答企業の7割以上が業務で英語を使用。業種別では、化学、機械な
どの製造業にて英語使用部署･部門のある割合が高くなっています。

やや高まった
　39.0％

変わらない
　29.7％

非常に高まった
　29.0％

無回答　0.3％

非常に低下した　0.3％やや低下した　1.7％

非常に高まった やや高まった 変わらない　　やや低下した 非常に低下した 無回答

0 （％）

英語スピーキングの重要性

『上場企業における英語スピーキング・ライティング力に関する調査』を実施
～口頭でのコミュニケーションの重要性が高まる～

（財）国際ビジネスコミュニケーション協会では、国内上場企業3,747社を対
象に2010年1月に『上場企業における英語スピーキング・ライティング力に関
する調査』を実施しました。
ここでは調査結果をダイジェストでご紹介します。

【調査概要】
調査対象　：国内の上場企業全社（3,747社）
調査方法　：質問紙郵送法
調査期間　：2010年1月
有効回答数：406社（うち英語使用企業300社）

特定の部署はないが
使用することがある

27.6％

英語は一切
使用しない
26.1％ 英語を使用する

部署･部門がある
46.3％

社内公用語が英語である　0％
無回答　0％

（n=406） （n=300）

英語を使用する部署での
英語4技能の使用割合

スピーキング
24.4％

　リスニング　
23.3％

ライティング
23.7％

リーディング
26.7％

10050

（n=300）

32.3％

0.3％1.3％

0.3％

18.0％ 44.0％ 36.0％

0.3％1.3％

英語リスニングの重要性

0.3％

17.0％ 39.7％ 41.0％

0.3％1.7％

英語リーディングの重要性

0.3％

15.7％ 39.0％ 43.3％

0.3％1.3％

英語ライティングの重要性

ニケーションが求められていることが分かります。
また、英語を使用する部署での英語４技能の使用割合はほぼ均等で、
バランスのとれた英語力が必要となっています。

（n=300）

スピーキング・ライティングの期待値を、回答があったTOEICスピー
キングテスト/ライティングテスト該当レベルの中央値をもとにまとめ
てみると、全体平均は左図のようになります。新入社員ではスピーキ
ング、ライティングスコアともに90点、海外赴任社員では140点、海外
部門では160点と、高めの傾向となっています。なお業種別にスピー
キング・ライティングの期待値をみると、特に商社では全体的に期待
値が高くなっています。

実際に英語を使う場面で必要なTOEICスピーキングテスト/ライティングテストスコア

TOEIC
スピーキングスコア

このレベルが
求められる部門

TOEIC
ライティングスコア

海外部門

営業部門

海外赴任社員

技術部門

新入社員

160

140

140

130

90

160

140

140

120

90

※各平均の値を記載しているので、合計は
100％にはなりません
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Interview

スターアライアンスへの加盟などで
国内業務でも英語力がより重要に

TOEIC®スコア600点以上を目標に設定
全日本空輸株式会社（以下、ANA）は、就職先人気企業ランキングで常に上位に位置するなど、
学生から高く支持されています。航空業界といえば英語力が重要であることで知られていますが、
同社ではどのような採用活動を行い、採用時に英語力をどのように位置づけているのでしょう
か。求める人材像と英語力に対する考え、そして英語教育についてANA人財大学事務局長兼
人事部担当部長の遠藤達哉さんにお話を伺いました。

全日本空輸株式会社

求める資質は「顧客志向」「人間力」「変革力」

面接重視で多様な人材を採用

――御社が求める人材像について教えてください。

当社では、「総合職事務職」「総合職技術職」「特

定地上職」「客室乗務職」「運航乗務職（パイロッ

ト）」の５職種があり、職種によって求める人材像

は異なりますが、共通して求められる資質は、「顧

客志向」「人間力」「変革力」の３つです。

顧客志向は、働く上で一番基本となるものです。

マニュアルを超えてお客様にどのように感動をお

届けするか、どう感じていただけるかを考え行動

できるマインドが欠かせません。

次に人間力ですが、例えば１機の飛行機が飛ぶ

ためには、パイロットや客室乗務員をはじめ、整

備士、貨物・手荷物などを搭載するスタッフなど、

ANAグループのさまざまな会社、部署で働く多く

のスタッフの手が必要となります。そういう中で、

コミュニケーション力や決断力、国際的な感性も

含めて、チームANAの一員として働くことができ

る人間力が大切となります。

ANAグループは、国際線参入規制の緩和に伴

い、1986年に最初の国際線定期便を就航しました。

以降、国際線のネットワークを徐々に拡大したり、

さまざまなサービスを先駆けて行っており、経営

者から担当者レベルまで新しいものにチャレンジ

する気持ちをもっています。航空業界を取り巻く

環境が変化している中で、今以上にチャレンジス

ピリッツをもち、さらにお客様に選ばれるようにな

ることが大切です。そうした、前例にとらわれるこ

とのない発想で変革を実行できる力をもった人材

であることも求めています。

――採用はどのように行われているのでしょうか。

採用過程では面接を重視しています。職種にも

よりますが、３～４回の面接を重ねていきます。

就職する際には、どのような人と、どのような職

場で働くのかが重要となります。面接に時間をか

けているのは、学生の人柄や資質を見るだけでな

く、面接官を通して当社の雰囲気などを感じても

らいたいという考えがあります。長く一緒に働く

わけですから、納得して入社をしていただきたいで

すし、私たちも仲間として一緒に働きたいか、共

にさまざまなことに挑戦していけるかという視点

を大事にして判断しています。

――御社では形式的なエントリーシートを廃止し

たり、プレゼンテーション形式の面接を取り入れる

などユニークな取り組みをされておられます。その

背景にはどのようなお考えがあるのですか。

堅苦しい場で、型どおりの面接をしても、その

人らしさはなかなか見えてきません。できるだけ、

個性が見えるようなコミュニケーションをたくさん

とりたいという考えがあります。

プレゼンテーション形式の面接は、自分の強みや

興味のあることなどを１分程度で話してもらうも

ので、2010年度は総合職事務職で行いました。どの

ような採用をするかは募集職種によって毎年話し合

いをして決定しており、職種によっては学生５～６

人で１グループを形成し、与えられたテーマで話し
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全日本空輸株式会社
ANA人財大学事務局長
人事部担当部長
遠藤達哉さん

合いをしてもらうグループディスカッションを実施

したこともあります。

エントリーシートについても、定型化されたもの

では書かれる内容が画一的になりやすいので、フ

リースペースを多く設けています。今年はエントリー

シートの表面をほぼ白紙として、「あなたらしさを

このスペースで表現してください」と提示したほか、

証明写真をなくして自分がもっとも輝いていると

思う写真を貼ってもらうようにしました。字を書

く、絵を描く、写真を貼るなど、どう表現するか

は自由です。例えば何かのエピソードが書かれて

いれば、「この後どうなったの？」と話が進み、場

も和んできます。そうしてコミュニケーションをと

りながら、チームの中で調整や交渉ができるかと

いった人間味の部分や、人を魅了する個性がある

かなどを見るようにしています。

先ほど求める資質の１つに、変革力を挙げまし

たが、同じタイプの人間ばかりがいたのでは新たな

発想は生まれてきません。そのため、帰国子女や

海外留学経験者、海外ボランティア経験者もいれ

ば、海外に行ったことがない人もいるというよう

に、多様な個性をもった人材を採用しています。

――英語力については採用過程でどのように見て

いますか？

外国人のお客様へのサービスはもちろん、整備

マニュアル類、海外の空港使用の契約などは英語

となります。また、当社は1999年に世界的な航空

会社による提携ネットワークであるスターアライア

ンスへと加盟してから、英語の必要性がさらに高

まりました。以前は国際部や海外支店などの限定

された部署で特に高い英語力のニーズがありまし

たが、現在は人事をはじめすべての部門がスター

アライアンスと関わるようになったため、英語の必

要性が飛躍的に増えています。スターアライアン

スへと出向している社員もいます。

このように英語力は業務上必要となりますので、

エントリーシートにTOEICスコアを書く欄を設け、

目標スコアとして600点を設定しています。

近年は、TOEIC800点、900点と高いスコアをも

つ学生も見られるようになりました。スコアは高い

に越したことはありませんが、低いからといって不

採用という判断はしていません。応募時点で英語

力が十分でなければ、学習に取り組もうとする意

欲があるかどうかを確認しています。少なくとも、

例えばTOEICテストを受けて自分のレベルを知っ

ておくなど、英語力への意識はもっていてほしい

と思います。

――御社では内定者にTOEICテストを実施されて

います。その活用法について教えてください。

英語ができなければ仕事に支障が出ることもあ

りますので、入社までに英語力を高めてほしいと

考えています。そのために自分の英語レベルを知

り、入社までの半年間でさらに勉強してもらうた

めの動機づけとして内定者を対象に10月にTOEIC

テストを実施しています。

内定者には、通信教育を紹介しています。受講

は必須ではありませんが、TOEIC600点レベルを

目標に設定し、600点に達成している内定者にはさ

らに力を伸ばすことを求めています。

――新入社員研修ではどのような教育をされてい

るのでしょうか。

当社では入社式を４月１日に羽田空港のハンガー

（格納庫）で行っています。当日、配属先を告げて

おり、例えば千歳空港勤務となれば、入社式後そ

の足で千歳空港へと挨拶に行くようになります。

そのため、職種にもよりますが一般に新入社員研

修は、入社式前の３月に行っています。４日間を

英語学習への取り組み、意識を評価

内定者にはTOEICテストを実施

年4回程度のTOEICテストを実施

スコアを管理職の要件として活用
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設け、社会人としての心構え、ビジネスマナーな

ど基本的なことを教えています。

４月１日以降は配属先で専門のスキル研修を受

けるようになります。成田空港であればNRTとい

うような空港コードを覚えることから始まり、それ

ぞれの職種に沿った専門の知識を学んでいくので

すが、客室乗務員やサービスフロントでは英語に

よるサービスを学んだり、整備では英文で書かれ

たマニュアルを用いるなど、専門の研修では英語

を使用するものも含まれています。

――英語力が不可欠となっている中で、入社後は

どのように力を伸ばしていくのでしょうか。

自己学習を基本としています。その支援として

通信教育や語学学校を紹介し、修了すると会社で

受講料の一部を補助しています。TOEICテストに

関連した講座もあり、多くの社員が利用しています。

また、学習の機会として、休日に有料で実施し

ている「オープンセミナー」という社内講座もあり

ます。マネジメントやマーケティング、ロジカルシ

ンキングなどビジネス講座から、座禅、アウトドア

のアクティビティなど多様な内容を設けており、

コミュニケーション英語能力や英語のビジネスラ

イティング力などを養う講座もあります。実費で

の参加となるのですが、人気が高く、参加は抽選

になることもあります。

このような制度を活用しながら英語力を学びつ

つ、実践で磨いていくのが一般的となっています。

――TOEICテストはどのように活用されておられ

ますか？

英語学習の自己啓発支援として実施しているほ

か、スコアは人事制度などの要件として用いてい

ます。管理職になるには、「チャレンジ制度」とい

う希望者が自ら手を挙げる制度を設けており、こ

の要件として600点以上を目安としています。

また、研修受講の要件にも活用しており、例え

ば客室乗務員の場合には、「国際線のチーフパーサー

を目指す訓練に入るためにはTOEIC何点以上が必

要」というように、訓練内容によってスコアを設

定しています。

このような状況から、なるべく受験機会は多く

設けたいと考え、年に４回程度実施しています。

――グローバル要員の育成にはどのような取り組

みをされているのでしょうか。

いま当社では、国内旅客事業、国際旅客事業、

貨物事業を成長戦略における三本柱と位置づけて

います。貨物は国際便の比率が高く、貨物と国際

旅客とをあわせると全体の約７割が国際的な事業

となる見込みです。そうした中で、グローバル要員

の育成は大きな課題の１つとなっています。

そのため今後の国際ビジネスを担う能力と意欲

をもった人材を早期に育成することを目的に、「グ

ローバルビジネス要員エントリー制度」を設けて

います。これは、自己登録制で、入社３年目以上

の全職種の社員が登録することができます。希望

者はグローバルビジネス要員となるために必要な

研修を受けることが求められ、要件にはTOEIC600

点以上を設定しています。一定の要件を満たした

登録者は、グローバルビジネス要員として、例え

ば国際系の仕事のアサインをするときに活躍する

ことが期待されています。

このほか、総合職や特定地上職の中堅社員を対

象として、海外で１年間学ぶ「海外実務研修制度」

を設けています。実務を行いながら空いた時間で

語学を学ぶプログラムと、現地の語学学校や大学

に通うプログラムの２つがあり、毎年20～30人が

派遣されています。

――グローバルに活躍できる人材が求められてい

る御社で活躍するために、基礎スキルとして英語力

が重要であることのほかに、学生に対してどのよう

なことを望まれていますか？

勉強でもスポーツでも何でもいいのですが、興

味のあることに一生懸命取り組み、その人らしい

経験をしてきているかどうかが大切です。そのため

に努力してきた人は、変化の多い環境にあっても

前に進む力を持っています。

何かをやりましたという体験で終わらせるので

はなく、それでどのように思ったのかを素直に自信

をもって語れる人は魅力があります。学生のうち

にぜひそうした経験を積んでほしいと思います。
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Interview

――最初に、御社の新入社員教育の内容について

教えてください。

矢幡：新入社員を対象とした導入研修は、年度に

より期間が異なりますが、１カ月程度を設けてい

ます。実施の目的は大きく２つあります。１つは

学生から社会人への意識の変革です。基本常識や

仕事の進め方などを外部講師に指導してもらいな

がらマインドセットしていきます。もう１つは、ダ

イキンパーソンへの育成です。事業紹介や工場見

学だけでなく、会長以下役員も参加する５泊６日

の合宿研修を行いながら、ダイキンの歴史や経営

理念などへの理解を深めるようにしています。

このような教育を行う中で、英語力については、

社会人として、またグローバル企業であるダイキン

で働くダイキンパーソンとして、その両方に必要な

スキルと位置づけ、英会話研修を設けています。英

会話研修は26年前、まだ海外事業が輸出中心だっ

た時代に、今後必要になるだろうという経営陣の

判断によって導入されました。当初は、大卒の新

入社員全員を対象に行っていましたが、高専・短

大卒にも対象を広げるなど運営方法や日数を変更

しながら現在も実施しています。今年は５日間の

英会話研修を行いました。

――約１カ月間の導入研修の中で５日間を英会話

研修に設定されている背景には、どのようなお考え

があるのでしょうか。

矢幡：当社ではこの十数年でグローバル化が一気

に進み、2009年度の海外事業比率は約62％でした。

ダイキングループの従業員数は約４万人、このう

ち国内の従業員は約１万人と、圧倒的に海外従業

員の方が多い現状にあります。今後、海外事業比

率は80％近くまで、あるいはそれ以上に伸びるこ

とが予想され、これまで以上に世界の生産拠点に

出向いたり、日本に来た海外グループ企業の従業

員を指導するなど、外国語では主に英語を使う仕事

が増えていくでしょう。

その中で、新入社員はグローバルな会社に入社

したという意識をもち、自ら英語学習に取り組ん

でいくことが大切です。そのため、英語力向上の

意識づけの意味で全新入社員に対して英会話研修

を実施しています。

当社では導入研修後に本人の希望や適性を考慮

して配属を発表していますので、英会話研修を受

ける時点では、まだ自分がこの先英語を使う仕事

に就くかどうかは分かりません。配属後、英語を

使わないという人も出てくるでしょう。しかし、い

つ英語が求められる仕事やポジションに就くかも

分かりません。そのとき、何か役に立つものを得て

もらえるような研修を心がけています。また、外国

人と接したことがないという新入社員もいますの

で、できるだけ外国人への抵抗感を取り除くとい

う効果も狙いの１つです。

――英会話研修はどのような流れで実施されてい

るのですか。

山田：４月にTOEICテストを実施し、レベル別に

グローバルな事業拡大が進む中
早くから新入社員に英会話研修を実施

グローバルな事業拡大が急速に進むダイキン工業株式会社では、海外事業比率が国内事業比率を上回
り、62％（2009年度）に上ります。その成長を支える人材の育成に向け、同社では新入社員教育をはじめと
して、どのように英語力向上に取り組み、採用時にはどのような人材を求めているのでしょうか。社外からの評
価も高い同社の人材育成と採用について、ダイキン工業株式会社人事本部採用グループ担当課長 矢幡
透さん、同社の研修を担うダイキン福祉サービス株式会社ビジネスサポート部ESCグループリーダー 山
田立人さん、渡辺恭子さん、専任講師のJanice Baptisteさん、Lee Bloisさんにお話を伺いました。

ダイキン工業株式会社

新入社員研修の中で

５日間英語漬けの英会話研修を実施
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クラスを編成しています。今年は８クラスを設け

ました。

研修は、できるだけ実際の業務で使える英語を

学べるようにオリジナルテキストを作成し、ネイティ

ブ講師が指導をしています。

研修終了時には、指導にあたっているネイティ

ブ講師がインタビューテストを実施してスピーキ

ング力を14段階で評価します。TOEICスコアとス

ピーキングレベルは、配属の参考情報として提供

しています。

研修は９時～17時半まで、昼食や休憩時間を除

いてほぼ毎日英語漬けです。受講生からは、ハー

ドだけど楽しいとの意見が多く聞かれています。

――どのような授業を実施されているのですか。

Blois：レベル別に10人前後で１クラスを設定し、

中上級と初級でテキストを変えて指導しています。

コアとなる内容はどちらも同じで、ダイキンでビジネ

スを行うために必要な英語の習得です。初級クラス

では用語やフレーズの習得を目指していき、中上級

ではそれら用語の中に自分なりの表現を加えたり、

伝えたい情報を足していけるように教えています。

また、レベルに関係なく重視しているのは、スピー

チ力の向上です。例えば技術者の場合、現場に出

ると、英語があまり話せないのに国際会議の場で

発表しなければならないケースも多く、スピーチ力

のみならずプレゼンテーション力が求められていま

す。そのため、話の組み立て方、プレゼンテーショ

ンの仕方などを教えています。

Baptiste：私は一番レベルの高いクラスをもつこ

とが多くあります。このレベルになると、英語はあ

る程度できると自信をもっている人も少なくあり

ません。そのため、テキストとは異なるレッスンも

取り入れています。例えば、製品の説明をすると

いった課題を出し、先に語彙などの情報は与えず、

まず挑戦させてみることなどをしています。

――学習のモチベーションを保つために、指導で

はどのような工夫をされているのですか。

Blois：授業内でアクティビティを細かく組み合わ

せて、飽きがこないようにしています。また、一般

的なビジネス英語ではなく、なるべくダイキンに関

することを取り入れ、会社のことを知ることがで

きるように工夫しています。

Baptiste：初級クラスには英語が嫌いで、学生時

代に英語は自分に関係ないと思って過ごしてきた

という社員もいます。そのため、なるべく英語が分

かるようになったと感じさせるような体験を取り

入れて、苦手意識をなくすように工夫しています。

――受講後、新入社員の方々にはどのような意識

の変化が見られるのでしょうか。

渡辺：レベル別に指導法を変えていることで、終

了後にはどのレベルの社員も継続して勉強する気

持ちをもってくれるようです。

上級クラスには英語が得意な人が多いため、最初

は自信をもって受講する姿が見られます。しかし、

研修を通して今の英語レベルではビジネスシーン

では不十分だと気づき、もっと頑張らなければな

らないという気持ちに変わるようです。反対に、英

語を苦手とする初級クラスの場合には、最初は嫌

だなという気持ちが前面に出て、うつむきがちに

ダイキン工業株式会社
人事本部採用グループ担当課長
矢幡透さん

ダイキン福祉サービス株式会社
ビジネスサポート部ESCグループ
渡辺恭子さん

ダイキン福祉サービス株式会社
ビジネスサポート部ESCグループリーダー
山田立人さん
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座っていることが多いのですが、徐々に英語も楽

しいなと、学習に対して前向きになってくるよう

です。実際に、英語が好きになったという声が多

く聞かれています。

英語学習にはモチベーションを高めることが重

要となりますので、私たちは毎年コースの終わり

にアンケートをとり、それを参考にしながらテキス

トに改訂を加えたり、指導内容の改善を図るよう

にしています。

――新入社員研修後は、どのように英語力を伸ば

していくのですか。

山田：急いで英語力向上が必要な重点対象者を除

き、自己啓発を基本としています。主に定時後に

開催している自主研修会では、希望者が集まれば

専任講師から最寄り事業場でクラスを受講できる

よう支援しています。またTOEIC500点以上の取

得者を対象に通学コースの補助制度も運営してお

り、所定のコース終了後に受講料の半額補助を受

けることができます。

また、英語学習のサポートとして社内でTOEIC

テストを年２回実施しています。そのうち１回は

会社負担で受験できるようにしています。当社で

はTOEICスコアと人事制度をリンクさせていませ

んが、導入以降、約20年のデータが蓄積されてい

ます。グローバル化の流れの中でまずは英語力の

向上を重点課題と位置づけ、TOEIC500点を全社

員の目標スコアとしています。

こうした自己啓発の支援を行いながら、一方で

急いで業務上英語力が必要な人には、技術指導者

英会話、製造ノウハウ指導者英会話などの職種

別・ミッション別英語研修を実施しています。ま

た、部門からの要請に応じて、個別に部門研修を

随時実施しています。

矢幡：当社では20年以上前から専任のネイティブ

講師をおいています。実はこれは当社の大きな特

徴で、工場などの現場で求めていることが理解で

きる、どのシチュエーションではどういう言葉が必

要になるかを理解している専任講師が常駐してい

ることによって、外部の研修機関とは異なる、よ

りニーズに沿ったプログラムで指導できる強みが

あります。

――英語力の向上以外に、グローバル人材の養成

という点ではどのような取り組みをされているので

しょうか。

矢幡：グローバルでの事業拡大が進むとともに、

いま当社では日本で培われた技術や販売ノウハウ

を海外でいかにブランド化していくかが最重要課

題となっています。

そのような中で、2008年から海外グループ会社

とダイキン工業の各事業部門との架け橋となる人

材を育成する「ブリッジパーソン育成支援研修」

を設けています。海外グループ企業の従業員に技

術や業務を伝達する場合、単に言葉を並べて通訳

をするだけではなく、ダイキンの理念やものづくり

のDNA、暗黙知までも含めて伝えていくことが重

要です。１年間の研修プログラムは、コミュニケー

ションスキルに加え、ダイキンの経営理念の根本

英語学習は自己啓発が基本

TOEICテスト実施などで学習を支援

ダイキン福祉サービス株式会社
専任講師
Janice Baptiste

新入社員英会話研修の授業風景ダイキン福祉サービス株式会社
専任講師
Lee Blois
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にある考え方などについて改めて理解を深め、文

化を異にするグループ内の従業員に対して自分の

言葉で英語を使って語れるようになることに力を

入れています。2010年度までを重点期間として年

間で16～20人を対象に実施しています。

このほか、「海外拠点実践研修」という２年間の

海外での研修を設けています（現在は中断）。自分

が海外において何ができるかを自分に問い、研修

の場所や中身を本人が決めて実践していく、非常

にダイキンらしい武者修行的な研修で、これまで

に約100人が修了しています。

また、海外勤務者が約350人おりますので、赴任

前には英会話研修に加えて、異文化コミュニケー

ションスキルや地域のビジネス事情やマネジメン

トの考え方などを学ぶ研修も行っています。

――御社では新卒採用において、どのような人材

を求めているのでしょうか。

矢幡：技術力や専門性などを身につけていること

はもちろんですが、さらに未知のものに挑戦してい

く意欲ある人の採用を目指しています。ものづく

りというのは、これまで培ってきたものを引き継ぎ、

それを開花させていく流れがなければ発展してい

きません。そのため仕事の中で新しいことを発見し、

取り組んでいくことに前向きな人を求めています。

このような考えから、新卒採用では面談を重視

しています。当社の事業の内容や目指す方向、さ

らには経営理念や社風に共感してくれているか、

お互いに頑張れる仲間になれるかどうかを見てい

ます。また一方では、変化のスピードが早く、思い

もよらないことが突然起こる時代です。こうした

時代には過去にとらわれないイノベーターや出る

杭になる人材が必要で、そういった人材になれる

かどうかといったような視点で採用しています。

――英語力はどのように評価されていますか。

矢幡：これだけグローバル化が進んでいますので、

英語力が重要であることは間違いありません。し

かし、あえて採用時には英語力の基準を設けては

いません。それよりも先に述べたようなことを重視

しています。

本当に英語力が必要な業務を担当する人材を採

用する場合には、海外の就職フェアなどを利用し

て、ネイティブ講師の面談も実施して英語力も測

定しながら採用を行うこともあります。

――これから御社を目指す学生に対して、学生時

代にどのような力を身につけることが大切か、メッ

セージをお願いします。

矢幡：学生ですから勉強は基本のこととして、さ

らに学生のうちにやっておいた方がいいと思うこ

とは感性を磨くことです。仕事というのは、知識

や技術以上に、何を感じ取って行動できるかが重

要となります。海外を旅行する、趣味を徹底的に

追求するでも何でも構いません。いろいろな体験

をして、自分の中の感性を磨き、視野を広げてお

くことに取り組むことが大切であると思います。

社員インタビュー

TOEICテストで実力を
把握しながら英語力を磨く
空調生産本部　堺製造部
伊勢田 直子さん（2006年入社）
社内で英語を使用する頻度が高いこと

を知り、入社後は学生時代よりも勉強す
るようになりました。年に２回TOEICテス
トを受けて英語力をチェックしながら、英

会話研修や英会話サークル、NHKラジオ講座を使って学習をして
います。

これまで業務で英語を使う機会はなかったのですが、昨年から
製造移管に関するサポート業務のグローバル担当になったことで
状況が大きく変わりました。実際に会社を訪問する際や、電話応
対のときには、導入研修の英会話研修で学んだフレーズを思い出
すことがあり、役に立っています。

現在は、日本人独特の言い回しや製造現場で用いられる言葉
を海外の方に伝える難しさを感じています。今後も学習を継続し
て業務に対応した英語力を磨きながら、TOEICテストでは850点
レベルを目指したいと思います。

業務で求められる
スピーキング力の向上を目指す
空調生産本部　堺製造部
阪口 真名美さん（2007年入社）
製造現場の改善業務を担当しています。

研修で日本に来られた海外グループ企業
の技術者への対応や、資料の英訳など、
英語を使う機会は徐々に増えてきました。

業務では、生産方式の考え方や技術説明を行うなど、話すこと
が中心となります。そのため、外部の英会話スクールに週１回通
学したり、自主研修などを利用して、スピーキング力とリスニング力
を重点的に学んでいます。また、製造現場で用いる独特の英単
語を覚えるためにマニュアルを見て勉強しているほか、技術を理
解していなければ英語で表すこともできないので現場に足を運
び、話を聞いて、どのように英語で表現したらいいのかを考える
こともあります。

この業務は、単に英語と日本語の間に立っていたのでは不十分
です。自分の言葉で改善業務を海外の方に伝えられるようになり
たいと思います。

未知のものに挑戦していく

前向きな人材を面談重視で採用
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グローバルな舞台での活躍を目指す方々に向けて、年4回配信している
Web情報誌『GLOBAL MANAGER』第42号が8月下旬にアップロードさ
れます。今号では「閉塞感からの脱出（仮）」と題し、グローバルビジネスで
活躍されている方々のキャリア構築にスポットライトをあてた特集をお届け
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TOEICスケジュール

もう一つのTOEIC（TOEIC SWテスト）

スコアアップ術

企業が求める英語力

TOEIC Squareは、TOEICを受験される方をはじめ、

英語によるコミュニケーション能力の向上に関心がある

方に向け、TOEICを身近に感じ、より効果的に活用し

ていただくための情報を提供するサイトです。

このほどTOEIC Square内で、就職活動に役立つ

TOEICテスト、TOEIC SWテストや英語力向上に関す

るさまざまな情報をご提供している「就活特集サイト」

をリニューアルしました。

同サイト内には、エントリーシート提出にあわせた

TOEIC受験スケジュールや、英語学習コンテンツや教

材を紹介した「スコアアップ術」、企業担当者の声を紹

介する「企業が求める英語力」（随時更新）などを掲載

しています。「スコアアップ術」には就活単語クイズやス

コア別アドバイス（就活編）、「企業が求める英語力」に

は2009年度人気企業ランキングなど、新コーナーも登場

しました。ぜひご活用ください。

http://www.toeic.or.jp/square/job/

TOEIC®Square
就活特集サイトをリニューアル

就活特集サイト

※画像は第41号のトップページです


